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 伸縮可能なエレクトロニクスは電子皮膚や

健康・医療デバイスなどのウエアラブルデバイ

スへの応用が期待される．有機半導体や導電性

ポリマー，非晶質シリコンなどの様々な導電性

材料と比較して，カーボンナノチューブ(CNT) 

薄膜はキャリア移動度[1]，透明性，伸縮性や柔

軟性など多くの点で優れている．また CNT 薄

膜は薄膜トランジスタ(TFT)のチャネルのみな

らず，配線等の金属膜としても機能するため，

集積回路を構成することが可能である[2]．これ

までに, 我々はプラスチック基板上に作製し

たフレキシブルなオールカーボン集積回路の

動作実証を報告している[3]．今回，伸縮性を持

つ基板上にオールカーボンデバイスを実現し

たので報告する． 

柔軟なPDMS(dimethylsiloxane)上にCNT-TFT

を実現するために，まず Si 基板上にデバイス

を作製した後，PDMS上に転写した．作製した

CNT-TFT はトップゲート型であり，チャネル

には，高純度半導体型 CNT を用いた．電極や

配線については CNT 薄膜を転写法[4]により形

成した後フォトリソグラフィー工程の組み合

わせにより CNT をパターニングした．支持層

をコートした後，デバイスを Si 基板から剥離

し，PDMS をコートすることで転写を行った．

今回考案した転写プロセスは PDMS 以外の幅

広い材料にも適応可能である．図 1に示すよう

に，作製したデバイスは透明かつ人体への取り

付けが可能である．このようにオールカーボン

デバイスはその存在を感じさせないウエアラ

ブルデバイスの創出につながる可能性を示唆

している． 
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Fig.1 Photographs and schematic structure of 

fabricated CNT-TFT 
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